
は

埼玉県央(比企)地域で

自然体験活動・地域おこし事業

に取り組んでいます。

運営
• 任意団体（権利なき法人）です。

• 会費と事業収入で自立運営。
–活動拠点を持っていることが強みです。(古民家)

–基本は無報酬のボランティア活動です。

• 方針
–好きなことをする。----行動動機の基本！

–楽しいことをする。----やるからには心豊かに！

–できることをする。----無理せず実力に合わせ！

それでついでに社会貢献（ひとの役に立てれば）

SDGs
「比企自然学校」ボランティア団体の活動指針として「持続可能な開発目標
(SDGs)」を策定し、17のゴールの中から6ゴールを選択し、行動しています。

会員

現在会員20名で活動中！

３つのボランティア活動

３つの事業





コロナ禍・ピンチがチャンス

コロナ禍で諸活動が思うようにできなくなりました。
自分たちでコロナ対策をして
何かできないか・・・と
その一つとして
カナディアンカヌーを
自分たちでつくって
自前のものでイベントが開けるように
機材の準備が進みました。

Mask de Canoe @ Sioma-ko

2021/5/29
遠征して2号艇の性能確認



Mask de Canoe @ Arakawa

2021/7/22
3号艇も性能確認

カヌー体験withプラごみゼロ活動
2021/10/10 

楽しみながら社会貢献も！

小学生14名+スタッフ参加で
埼玉県プラごみゼロ運動

＠都幾川鞍掛

カヌー体験&プラごみゼロ活動
2021/10/10 緊急事態宣言が終わりこの年初めての活動

埼玉県プラごみゼロ運動に参加し
自作カナディアンカヌーによる体験活動を兼ねて実施

プラごみ一掃活動を
カヌーから行いましたが、豪雨や台風などなく
きれいな川面・河岸からは少しのゴミ回収で
よりきれいになりました。

プラごみゼロ活動
第18回市野川クリーンアップ作戦

水面よりのゴミ回収に参加

2021/11/13



クラウドファンディング支援

里山トラスト運動クラウドファンディングの
一環として出資者へのカヌー体験会を行なった

2020/10/25

里山トラスト運動クラウドファンディングの
一環として出資者へのカヌー体験会を行なった

2020/10/25

当分続くであろうコロナパンデミックに
対して

資機材

➢資機材が充実してきたのでアフターコ
ロナでの自立運営環境はできてきた。

活動姿勢は

➢すきなことをするゆるいつながりで活
動人材もネットワークも増えつつある。

まとめ：対コロナ

里山トラスト運動クラウドファンディングの
一環として出資者へのカヌー体験会を行なった

2020/10/25
台風の痛手（令和元年東日本台風
の災害復旧）

おもしろくない川

➢河川改修工事で平坦な河床で流
れが真っ直ぐの川になってしまった。
（多自然→放水機能優先）

➢「川あそび」は新たなコンテンツを
考える必要がある。

まとめ：対災害
http://hikishizengakko.org

情報発信

比企自然学校

おわり

ご清聴ありがとうございました。


